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Ｊ・ ロンドンのボクシング小説

辻　井　榮　滋

Ｉ

　かのジ ョージ ・オーウェ ルは，かつて「荒々しい暴力を描かせたら，ジャッ ク・ ロンドンの右
　　　　　　　１）
に出る者はいない」とまで評した。ひと口に暴力とは言 っても ，その中身は多種多様であろう 。

大自然対人問，大自然対動物，人問対動物，人問対人問，あるいは動物対動物といっ た関係が想

定できるが，Ｊ ・ロンドン（１８７６－１９１６）の作晶群はこれらの関係のいずれをも数知れず包含し

ている。そして，そうした荒々しい暴力は，彼の人生　　とりわけ幼少の頃から少 ・青年期を通

じて　　との深いかかわりなしに文学化たり得なかった。その原占とも言えるべきものは，すで
　　２）
に前稿で多少触れたが，殴りあいやけんかであ った。彼の年譜を繰ってみると ，自らも殴りあい

やけんかに荷担したに違いないと思われる事件や事故や出来事あるいは仕事が頻々と現われる 。

殴りあいやけんかは，勝者と敗者の論理が明快である。そうした長い間の数々の体験も手伝って ，

人問同士がこぶし２つを武器に殴りあう原初的なスポーツであるボクシングに彼の目が向いたの

も， 無理からぬことであ った。彼のいわば竹馬の友であ ったＦ ・Ｉ ・アサートンは ，“Ｊａｃｋ　Ｌｏｎ －

ｄｏｎ　ｍ　Ｂｏｙｈｏｏｄ 　Ａｄｖｅｎｔｕｒｅｓ
’’

と題する２８５ぺ一シに及ぶ，シャソ クとの少年時代の思い出を綴 っ

た文章を残しており ，それ自体がジャッ クの少年時代の行動の貴重な証言になっ ているが，ボク

シングとの関連では ，

　Ａｆｔｅｒ　ｌｕｎｃ ｈ， ｓｏｍｅｔ１ｍｅｓ　Ｊａｃｋ　ｗｏｕｌｄ　ｇｏ　ｔｏ　ｖ１ｓ１ｔ　ｃｅｒｔａｍ　ｆｒ１ｅｎｄｓ　ｗｈｏ　ｅｎｊｏｙｅｄ　ｂｏｘｍｇ　ｏｒ　ｆｅｎｃｍｇ　ａｎｄ

ｏｔｈｅｒ　ｒｏｕｇｈ　ｓｐｏｒｔｓ　Ｏｃｃａｓ１ｏｎａ１１ｙ　ｔｈｅｓｅ　ｓａｍｅ　ｆｒ１ｅｎｄｓ　ｗｏｕ１ｄ　ｖ１ｓ１ｔ　Ｊａｃ ｋ， ａｎｄ　ｔｈｅｙ　ｗｏｕ１ｄ　ｂｏｘ　ｍ　ｔｈｅ１１ｔｔ１ｅ

　　　　　　　　　３）ｂａｃｋ　ｙａｒｄ． ……（以下略）

の通り ，ジャッ クがボクシングやフェンシングに興じるさまがかなり詳細に語られている。この

箇所は１９０３年頃のことと考えられるが，その後の作家生活中もほぼ一貫してボクシングに関心を

持ちつづけた。単純に４つのボクシング小説の由肢皐を順に列挙してみるだけでも ，１９０５．１９０９
．

１９１１．１９１１となる。したがって，幼少時から青年期にかけての殴りあいやけんかは ，‘‘ｓｕｃｈ　 ｂｒｕ －

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）ｔａ１１ｔ１ｅｓ１ｅｆｔｈ１ｍｗ１ｔｈ ａ１１ｋｍｇｆｏｒｔｈｅ１ｒｃ１ｖ１１１ｓｅｄｃｏｕｎｔｅｒｐａｒｔｓ
’’

として，のちにも長く尾を引くこ

とになっ たのである 。

　たしかにボクシングは，最古のスポーツの１つである。敵からの攻撃に対して防御本能がとる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８１）
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最も直感的 ・直接的 ・基本的スタイルは，両手　　ベア ・ナ ソクル（素手）　　か足による攻撃

であろう 。（棒切れや丸太あるいは石を武器として使いだすのは，人類史をはるかに下 ってから

のことである。）その意味で，まさに「原初的な」スポーツなのである。そんなスポーツに思い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
を馳せて，ロンドンは４篇のボクシング小説を残した。本稿では，スポーツ小説の先駆者と目さ

れるロンドンの趣の異なるボクシング小説を４篇とも取りあげてみたい 。

１

　４篇とも取りあげるとなると ，紙幅が足りなくなるのではとの懸念も出てくるが，１篇ずつ

別々に稿を起こすのならともかく ，多少各論がコンパクトにはな っても ，やはりこの４篇は１度

に本稿の中で取りあげたほうがいいだろう 。

　取りあげる順序は，本の形で出版された年の順に従うこととする。そこで，まずは『試合』

（丁加Ｇ舳。）から。ロンドンの最初のプロボクシング小説である 。１９０４年の８月に執筆を開始し ，

　　　　　６）
同年９月２９日にはカリフォルニア州グレン ・エレンにいるチャーミアン（まだ妻のベシーとは正

式に離婚していない）に原稿を送っている。１ヵ月半から２ヵ月足らずで書きあげた勘定になる 。

そして，１０月３日には早くも原稿をマクミラン社に発送している。詳しい経緯はわからないが ，

マクミラン社のジ ョージ ・Ｐ ・ブレ ットに宛てた１９０４年１１月１７日付のロンドンの書簡によれば ，

“Ｔん６Ｇ〃舳６１ｓ　ｎｏｔ　ａ　ｍａｇａｚｍｅ　ｓｔｏｒｙ　　　Ｉ　ｄｏｎ’ｔ　ｅｘｐｅｃｔ　ｔｏ丘ｎｄ　ａ　ｍａｇａｚｍｅ　ｔｈａｔ　ｗ１１１ｄａｒｅ　ｔｏｕｃｈ
．７）

１ｔ
’’

とある。当時のオーソトソ クスな発表パターンであ った，まず雑誌掲載ののち書籍として出

版するという手順が踏めそうにない，との判断である。そしてその原因は，どうやらこの作品の

語数が少ない点にあ ったようだが，１２月８日付のブレ ット宛の書簡には，ｔｈｅ〃６炉ｏクｏ伽舳

〃昭ｏ舳６ が引き受けてくれそうだが，あと３千語から４千語増を求められている旨を述べてい

る。 また，書籍として出版する側のブレ ットも ，同様に語数増を求めている。結果的には増語に

応じたようで，同誌の１９０５年の４月号と５月号に連載された（ちなみに英国でも ，ｔｈｅ乃〃ぴの

１９０５年４月５－２６日号に連載された）。 そして１９０５年５月２６日には校正刷りを受けとっ ており ，

いよいよ翌６月にはイラスト満載の賛沢な単行本としてマクミラン社より出版された。１ぺ一ジ

大のカラー刷りイラスト６枚を含めての１８２ぺ一シ，さらに本文中の随所に描きこまれた大小の

イラストが何と７３点，おまけに全６章の前にはそれぞれ１ぺ一ジ大の単色刷り（茶色）の奇妙で

何やらすこぶる暗示的なイラストまで入っている。まだある。見返しや遊び紙等にも計８枚もの

イラストが配されているという ，何とも賛沢この上ない作りになっ ている。賛沢というか，一種

絵本を思わせさえする。これらのイラストはすべて，上述したこの作品の語数の少なさを補うた

めのものと考えられる 。

　ロンドン自身は，このイラストが大いに気に入ったようである。同じくブレ ットに宛てた１９０５

年５月２６日付の書簡に以下のように記している 。

ｐ． ｓ．一Ｉ　ｈａｖｅ　ｊｕｓｔ　ｒｅｃｅｉｖｅｄ　ｔｈｅ　ｐｒｏｏｆｓ　ｏｆ　Ｔ加Ｇ”刎６
，ａｎｄ　Ｉ　ｗａｎｔ　ｔｏ　ｔｅ１１ｙｏｕ　ｈｏｗ　ｐ１ｅａｓｅｄ．Ｉ　ａｍ　ｗｉｔｈ

ｔｈｅ　ｗａｙ１ｔ１ｓ　ｂｅｍｇ１１１ｕｓｔｒａｔｅｄ　ｐａｇｅ　ｂｙ　ｐａｇｅ　Ｔｈｅ　ｅ丑ｅｃｔ１ｓ　ｓｐ１ｅｎｄ１ｄ　Ｔｈｌｓ　ｒｍｎｍｇ１１１ｕｓｔｒａｔｌｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８２）



　　　　　　　　　　　　Ｊ ・ロンドンのボクシング小説（辻井）　　　　　　　　　　　　　　 １４５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９’ｔｅｘｔ，ｉｎ　ｍｙ　ｂｅ１ｉｅｆ　ｇｉｖｅｓ１ｉｆｅ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｉｍｐｒｅｓｓｉｏｎｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｒｅａｄｅｒ．Ｉｎ　ｓｈｏｒもＩ１ｉｋｅ　ｉｔ　ｉｍｍｅｎｓｅ１ｙ

作品の中身が良かったのか，イラスト効果大だったのか，いずれにせよひじょうによく売れ岩土

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）うで，英国の場合にはさらに評判をとっ たという 。

　さて，作品の舞台は，カリフォルニア州はウェスト ・オークランドの労働者街。そこで働きな

がらボクシングをや って家計を助ける２０歳のジ ョウが，菓子屋で店番をする１８歳のジェネヴィー

ヴと知りあ って恋に落ち，彼女の願いもあ って，新婚生活を直前に最後の試合に臨むというあら

すじ。しかも ，女性の観戦はご法度の網の目をくぐり抜け，観戦したものの，ジ ヨウはノ ツクア

ウトされたうえに死亡してしまうという話。第１章の新婚生活に向けてのじゅうたん売り場での

やり取りや第２章の２人の馴れ初めと経緯には，純愛小説もの特有の甘さやけだるさがなくもな

いが，第３章の会場へ向かうところ，第４章の試合開始，第５章の試合（第１～第５ラウンド）経

過， そして第６章（第６～第１３ラウンド）での悲劇的結末となると ，さすがに息をもつかせぬ緊迫

感が漂う 。特に，ジ ョウとポンタの戦いに人問と野獣の戦いをオー バーラ ップさせ，さらには静

と動のコントラストまでつけて描きわけているあたりは，ロンドンならではの筆致である。また ，

作品全体をジェネヴィーヴの目で追っていけば，ボクシングに不案内な読者にも格好の視座が得

られ，わかりやすい。逆に，ボクシング通の読者にも返って新鮮な発見があるだろう 。

　ところで，『試合』のめぼしい特徴をいくつか取りあげておこう 。まずは，一読することによ

って当時のボクシング事情が手に取るようにわかる点だ。女人禁制であ ったため，ジ ヨウの最後

の試合を観戦することにな ったジェネヴィーヴには，かなりの工作が必要とされる。会場へ向か

う第３章は，次のような書きだしで始まる 。

　ジェネヴィーヴは，底の軽いこざっぱりしたジ ョウの靴をそ っとはくと ，ロティーと笑った。そのロ

ティーはかがんで，ジェネヴィーヴのためにスボンを折り返してや った。（中略）

　ジ ョウは彼女の頭に帽子をのせ，オーバーの襟を立てた。すると襟は，かなり大げさではあ ったが ，

帽子にあた って，彼女の髪をす っかり隠した。襟の前の部分もボタンをかけると ，その先がうまく頼を

隠し，あごや口も襟の奥に隠れた。仔細に見てわかるところといえば，陰になっ た目と ，もう少し明ら

かな鼻だけだ った。彼女は部屋の端から端まで歩いてみたが，オーバーの垂れ具合が動きによっ て乱れ

る時に，ズボンのすそが見えるだけであ った 。

　「風邪をひいて，それ以上こじらせたくないスポーツマンてとこだな，なかなかいいぞ」と ．ジ ョウが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２〕笑いながら，自分の手細工を誇らしげに眺めや った 。

ずいぶんと手の込んだ工作ぶりである。現代の読者は，奇異の感すら覚えるだろう 。せっかくの

機会であるので，筆者所蔵の丁加Ｇ舳６の初版本から，上述の１ぺ一ジ大のカラー刷りイラス

ト６枚のうちの１枚を原寸大でお目にかけたい。変装したシェネウィーウが更衣室ののぞき穴か

らのぞき見する場面のイラスト（ｐ．９５）である。多少なりとも理解の一助になり ，上に引いたロ

ンドンの満足感の一端もたしかにうかがえる 。

　同時に ，

２人は，とある暗い街角にある会場にや って来た。表向きは運動競技クラブの練習所になっ てはいる

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８３）
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が， その実は，不法な試合をや ってのけ，かつ警察の法令の範囲内に抑えるように設計された建物であ

った。ジ ョウは彼女から離れ，２人は別々に入り口まで歩いた。（ｐ
．３６）

といっ たボクシング状況もあ った。筆者は，「…設計された建物であ った」のあとに，「当時，ボ

クシングは不法であ ったが，運動競技クラブは合法であ った」と割り注を付けておいた・（こう

した事情については，前稿参照
。）

　また，会場の様子についても，臨場感あふれる描写が目につく 。

　会場は大入り満員で，照明もお粗末，大きさからいうと ，まるで家畜小屋のようだった。タバコの煙

がもうもうと立ちこめ，何もかもが妙にゆがんで見えた。ジェネヴィーヴは，息が詰まりそうだった 。

少年たちがかん高い声をあげて，プログラムやソーダ水を売っており ，大きなくぐもっ た男たちのどよ

めきが聞こえた。彼女は，ジ ョウ ・フレミングに１０対６で申しこむ声を聞いた。その声は一本調子だ っ

た　　彼女はこの声には手出しできない響きを感じ，急にぞくぞくっとした。みんなが賭けているのは ，

私のジ ョウなんだわ 。

　そのほかにも感動を覚えた。この由走みあ合きらみに入りこんでいくにつれ，……（ｐ３８）＜傍点筆

者＞

（４８４）
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リングは，新案のガス ・バーナーが頭上に鈴なりに取りつけてあるために，照明が行きとどいている 。

（ｐ．４０）＜傍点筆者〉

　何とかタバコをやめさせようとする彼（＝レフェリー）の努力に，不満のののしり声やら猫の鳴き声

をまねた野次やらが浴びせられた。ジェネヴィーヴは，誰もタバコを吸うのをやめないのに気がついて ，

憤りを覚えた 。（ｐ．４１）

荒々しい時代の息づかいが，もろに伝わってくるようである。まさしく現代ボクシングの黎明期

を目のあたりに見る思いがする 。

　次に，この作品のヒーローとヒロインのモデルについても触れておきたい。外観的にも性格的

にも ，いわば理想的（やや白人偏重の嫌いはあるが）なカ ップルには，実はモデルが存在した 。

Ｊ・ バンクスによると ，

Ｊｏｅ　Ｆ１ｅｍｉｎｇ　ｒｅｐｒｅｓｅｎｔｅｄ　ａ　ｙｏｕｎｇ　ｂｏｘｅｒ　ｈｅ　ｓａｗ丘ｇｈｔ　ａｔ　ｔｈｅ　Ｗｅｓｔ　Ｏａｋｌａｎｄ　Ａｔｈ１ｅｔｉｃ　Ｃ１ｕｂ．Ｈｅ　ｍｏｄｅ１ｅｄ

Ｊｏｅ ’ｓ 丘ａｎｃｅｅ，Ｇｅｎｅｖ１ｅｖｅ，ａｆｔｅｒ　ａ　ｃａｎｄｙ　ｇ１ｒ１ｈｅ　ｍｅｔ　ｍ　ａ　Ｌｏｎｄｏｎ　ｓｗｅｅｔ　ｓｈｏｐ　ｗｈ１１ｅ１１ｖｍｇ　ｔｈｅｒｅ　ｔｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ３）ｇａｔｈｅｒ　ｍａｔｅｒ１ａ１ｆｏｒ　ｈ１ｓ　ｓｏｃ１ｏ１ｏｇ１ｃａ１ｍａｓｔｅｒｐ１ｅｃｅ，ｎ３Ｐ６０ク如 ｏ〃加Ａ６災

といい ，ｘｖ１ にはＴｈｅ　Ｗｅｓｔ　Ｏａｋ１ａｎｄ　Ａｔｈ１ｅｔ１ｃ　Ｃ１ｕｂの外観写真まで添えてある。優れたルポル

タージュ『どん底の人びと』の取材のために潜入した英国の首都の貧民窟イースト ・エンドの菓

子屋の女の子がジェネヴィーヴのモデルなのだという 。

　３点目としては，このモデルとかかわ って，『試合』の評価がまっ 二つに分かれている事実を

取りあげたい。片や

Ｖｅｍｏｎ　Ｌｏｇｇｍｓ　ｈａｓ　ｃｏ町ｅｃｔ１ｙ　ｐｏｍｔｅｄ
　ｏｕｔ　ｔｈａｔ　Ｔ加Ｇｏ刎６（１９０５），Ｌｏｎｄｏｎ

’ｓ ６ｒｓｔ　ｎｏｖｅ１ａｂｏｕｔ　ｂｏｘｍｇ
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）“１ｓ　ｐｒｏｂａｂｌｙ　ｔｈ
ｅ　ｂｅｓｔ　ｎｏｖｅ１ｅｖｅｒ　ｗｒ１ｔｔｅｎ　ｏｎ　ｐｕｇ１１１ｓｍ

，’’

や， Ｊ・ バンクスが引いたｔｈｅｌＶ；６℃り Ｙｏブ尾Ｈ６ｍ〃（Ｊｕｎｅ１Ｏ，１９０５）やｔｈｅＬｏ〃卿〃６Ｃｏ〃加ブ■ｏ〃斤

舳Ｚ（Ｊｕｎ・２４．１９０５）といっ た好評がある一方で，リアリスム　　特にシ ョウとポンタの試合の結

末　　に問題ありとのクレイムもついた。ロントンの作品に関して評価が分かれるのは決して珍

しいことではないが，『試合』についても疑問が投げかけられた。その代表的なものが，ｔｈｅ

ｌＶ；伽Ｙｏブ尾８〃肌加ツ乃肋３ によるリアリティの欠如（１ａｃｋ　ｏｆ・ｅａｌｉｔｙ）の指摘である。つまり ，ポ

ンタがジ ョウのあごに放った１発でジ ョウが後ろ向きにひっくり返 って，「そして，彼の頭がド

サッ とキャンバスに落ち」（ｐ．６６）て，後頭部全体をやられて死に至るというくだりだ。ロンドン

はこのクレイムに対し，同紙の編集者に宛て自信を持 って

Ａｓ　ｒｅｖ１ｅｗｅｄ　ｍ　Ｔｈｅ　ｌＶ；６吻Ｙ；ｏブ是８〃脈あツ乃刎へｆａｕ１ｔ　ｗａｓ　ｆｏｕｎｄ　ｗ１ｔｈ　ｍｙ　ｒｅａ１１ｓｍ　Ｉ　ｄｏｕｂｔ１ｆ　ｔｈ１ｓ　ｒｅ

ｖｉｗｅｒ　ｈａｓ　ｈａｄ　ａｓ　ｍｕｃｈ　ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅ　ｉｎ　ｓｕｃｈ　ｍａｔｔｅｒｓ　ａｓ　Ｉ　ｈａｖｅ．Ｉ　ｄｏｕｂｔ　ｉｆ　ｈｅ　ｋｎｏｗｓ　ｗｈａｔ　ｉｓ　ｔｏ　ｂｅ

ｋｎｏｃｋｅｄ　ｏｕｔ，ｏｒ　ｔｏ　ｋｎｏｃｋ　ｏｕｔ　ａｎｏｔｈｅｒ　ｍａｎ．Ｉ　ｈａｖｅ　ｈ
ａｄ　ｔｈｅｓｅ　ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｓ，ａｎｄ　ｉｔ　ｗａｓ　ｏｕｔ　ｏｆ　ｔｈｅｓｅ　ｅｘ －

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
ｐｅｒ１ｅｎｃｅｓ

，ｐ１ｕｓ　ａ　ｆａ１ｒｌｙ　ｍｔ１ｍａｔｅ　ｋｎｏｗ１ｅｄｇｅ　ｏｆ　ｐｒ１ｚｅ丘ｇｈｔｍｇ　ｍ　ｇｅｎｅｒａ１，ｔｈａｔ　Ｉ　ｗｒｏｔｅ　Ｔ加Ｇ
ｏ倣

（４８５）



　１４８　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４５巻 ・第６号）

と応酬している。ここには，自分のそれまでの豊富な観戦歴とプロボクシングの知識に対する確

たる自信が見える。この自信を支えてくれたのが，当時の世界ライト級のトッ プ・ ランカーの１

人だったジミー・ ブリットの言葉であ った。今引用した同じ書簡の最後に，ロンドンは次のよう

に付け加えている 。

　Ａｎｄ－ｏｈ，ｏｎｅ　ｗｏｒｄ　ｍｏｒｅ，Ｉ　ｈａｖｅ　ｊｕｓｔ　ｒｅｃｅ１ｖｅｄ　ａ１ｅｔｔｅｒ　ｆｒｏｍ　Ｊｍｍｙ　Ｂｒｌｔｔ１１ｇｈｔｗｅ１ｇｈｔ　ｃｈａｍｐ１ｏｎ　ｏｆ

ｔｈｅ　ｗｏｒ１ｄ，ｍ　ｗｈ１ｃｈ　ｈｅ　ｔｅｌ１ｓ　ｍｅ　ｔｈａｔ　ｈｅ　ｐａれ１ｃｕ１ａｒ１ｙ　ｅｎｊｏｙｅｄ珊６Ｇｏ刎３
，‘‘ｏｎ　ａｃｃｏｍｔ　ｏｆ １ｔｓ　ｔｍｅｎｅｓｓ　ｔｏ

．１６）

１１ｆｅ”（筆者注　　 「世界ライト級チャンピオン」というのは，ロントンの勘違い）

さらには，ロンドンの死後のことになるが，１９２８年に引退したヘビー級チャンピオンのジーン
・

タニーや，そのさらに後年の無敵のヘビー級チャンピオン，ロッ キー・ マルシアーノウが引退を

決意するに至ったのは，共に『試合』を読んだことがその誘因とな ったことも忘れてはなるまい 。

もう１つ最後に，今日においてもなおそうした意外な結末　　死　　を迎えるホクシングの試合

は， あとを絶たないようである。たとえば，英国のグラスゴウで行なわれたバンタム級のタイト

ル・ マッ チ後にジェイムズ ・マレイ選手が死亡した件に関して，『ガーディアン』紙の記者がボ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８）
クシング廃止論に賛成記事を寄せている例なとは，その顕著な１例であろう 。

　これまでエンティング　　特にジ ョウとポンタの試合の結末部分の技術的な問題点　　を中心

に検討してきたが，作品そのものに則してみても決して非現実的なエンディングではないことを ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９）
今少し見ておきたい。『マーティン ・イー デン』をめぐる拙稿でも取りあげたが，この作品にお

いても ，たとえ「ポンタは，ゆ っくりと弱っていった。観衆にとっ て， 結果はあらかじめ決まっ

ていたようなものであ った」（ｐ．６２）にせよ ，終始一貫ジ ョウの敗北を暗示する箇所がきわめて周

到に用意されているのである。全体的には，ジェネヴィーヴの里親であるシルヴ ァスタイン夫人

の非難と心配とがストーリーの大枠を定めている，と言ってよい 。

　「うちのおばさんは，プロボクシングがきらじ・なの」と彼女が言った。「偏見を持ってるんだけど，多

少と毛尭二そ １三じ’えのよ」（ｐ．９）〈傍点筆者〉

物語の書きだしから間もないところでのジェネヴィーヴのこの表現は，不気味としか言いようが

ない。「君のおはさんはぶきっちょで，あほうで，毒舌家だよ」（ｐ１Ｏ）とそれに続くジ ョウの誇

らしげな数行の説明は，すでに作品全体の行く末を方向づけている。また中ほどには，ジェネウ

ィーヴとジ ョウが恋人同士になっ た時の，「シルヴ ァスタイン夫人の育ての親としての感情が ，

あらゆるプロボクサ ー， とりわけジ ョウ ・フレミングに対する痛烈な非難の言葉となっ て表われ

た」（ｐ２９）や，夫人の「拳闘家とつきあうなんて」（ｐ２９）が垣間見えるし ，

　「あたしゃ，何て言った，えっ？何て言ったかい？拳闘選手を決まっ た相手にしたいだって！もう

おまえの名前は，との新聞にも出ちゃうよ ■プロボクシングの試合で　　男の服を着てさ ／おまえっ

　　　　　あま　 、

たら，大した女だよ ／このあぱずれ女 ／この　　」（ｐ７１）

（４８６）



　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ ・ロンドンのボクシング小説（辻井）　　　　　　　　　　　　　　１４９

までくると ，まさに大枠の締めくくりとでも言うべきものであろう 。

　大枠のみならず作品全体にわた って暗雲を（死をも含めて）予感させる伏線が小刻みに仕組ま

れていることも見逃してはならない。少し抜き書きしてみよう 。

「今度が最後の機会，ほんとに最後の機会さ」（ｐ．７）

自分（・ジェネヴィーヴ）から彼を引き離し，彼の一部を自分から奪ってしまうこの試合なるものに対
し， 本能的に嫌悪を感じた 。（ｐ．１２）

「調子はいいっ て， え？そりゃ，結構！いやね，ただちょっとどうかなっ て思ってたんだ　　」＜売

り場の長の話〉（ｐ．１４）

「おまけに，いつでもラ ッキー・ パンチの可能性はある，万一のことっ てあるからね。その可能性 って

結構あるんだ」＜ジ ョウ〉（ｐ．３６）

　「あなたのほうこそ，ジ ョウ」と彼女が言 った。「私，自分のことなんか平気。あなたのほうこそ」
（Ｐ．３７）

　「さ
，早く ，由差あキスを，ジェネヴィーヴ」とジ ヨウは，神聖なほどのささやき方をした。「僕の基

後の試合なんだし，君が見てるんだから，土んま七１三去∴試合をするよ」（ｐ．３８）＜傍点筆者〉

１発でこなごなにこわれてしまいそう（ｐ．４４）

パンチが雨あられのように浴びせられ，彼女にはジ ョウが打ち殺されてしまいそうに思えた（ｐ．４８）

ジョ ウのダウン（ｐ
．５４）

しばらくは助かった 。・…・・生にしがみつき ，・　（ｐ．５６）

彼女は，死の戦いのように思われるものの利害関係者であ った　　（ｐ．５８）

「もうやっつけたようなもんだが，急ぐんじゃない。俺は，やつの戦うのを見たことがある。やつは ，

カウントの最後までパンチを持ってるんだ。ノッ クアウトされて，すっかり気が変になっ たんだが，そ

れでもパンチを出しつづけるのを見たことがある。ミッ キー・ サリヴ ァンが，やつをもうちょっとで倒

すところだ った。やつがはうようにして立つなり ，マットにまた沈めたんだ，６回もだ。その時さ，す

きを見せちまっ たのは。やつは，ミッ キーのあごに手を伸ばした。２分経ったら ，ミッ キーは目を開け

て， どうなっ てんだ，っ て訊いた ってわけだ。だから，やつにゃ気をつけるんだ。今度は，踏みこんで

ラッ キー・ パンチの１つだって食っちゃいかん。俺はこの一戦でもう稼がせてもらっ たようなもんだが ，

やつがカウントアウトされるまでは，まだ安心できやしない」＜ジ ョウのセコンド〉（ｐｐ ．６２ －３）

ポンタのセコンドが，水の入った瓶をキャンバスに落とす。（ｐ．６３）

（４８７）



１５０　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４５巻 ・第６号）

　「もうラ ッキー・ パンチ以外にノッ クアウトされることもねえよ 。けど，そいつには気をつけるんだ」

　（Ｐ．６４）

その一瞬，ジ ョウの足が濡れたキャンバスの上でスリッ プした。（ｐ
．６６）

そして，「誰かが
，死の昏睡状態のことを右にしている」（ｐ．７０）へとたどり着く 。こうして拾い

あげてみると ，いかに敗戦と死の伏線がおびただしく用意されているかがわかる 。それも ，最初

は何気なく ，やがて徐々に，死の足音が聞こえくるように表現配置がなされているのである 。

　さらに付け加えれば，前述の「全６章の前にはそれぞれ１ぺ一ジ大の単色刷り（茶色）の奇妙

で何やらすこぶる日善宗由なイラスト」にも ，ジ ョウの死を予感させるに足るほどの具体性 ・象徴

性が見てとれる。１枚のみ（第３章の前のイラスト）をやはり原寸大でお目にかけよう 。６枚とも

　　　　　　　　　　どくろ
にこうした骸骨ないし閾霞絡みであり ，しかも章の進行とともにそれらの占める割合が大きくな

っていくわけだから，出版社の意図も明白なのである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０）
　最後に ，‘‘ｇａｍｅ”の意味について。大きな辞書にあた ってみると ，１５種類もの定義を載せてお

り， この作品に関連すると思われるものだけでも ，「¢遊び，遊戯，ゲーム　　試合，勝負　＠

駆け引き　＠計略，策略＠冗談＠標的，えじき」を拾いだすことができる。したがって『試

　　　　　　　　　　「　　岬

み’

（４８８）



　　　　　　　　　　　　　　Ｊ ・ロンドンのボクシング小説（辻井）　　　　　　　　　　　　　　１５１

合』は，無論，単なるボクシングの「試合」だけでないことは言うまでもない。それは，Ａ ・シ

ンクレアの

Ｂｅａｕｔｙ　ａｎｄ　ｍｔｅ１１ｅｃｔ　ａｎｄ　ｌｏｖｅ　ａｒｅ　ｕｓｅＩｅｓｓ　ｍ　ｔｈｅ　ｆａｃｅ　ｏｆ　ｓｌｙ　ｃｈａｎｃｅ　ａｎｄ　ｂｒｕｔｅ　ｎｅｃｅｓｓ１ｔｙ　Ａ１１１ｓ　ｔｈ
ｅ　ｇ型

　　　　　　　　　　　　　　　２１）ｏｆ１ｉｆｅ　ａｎｄ　ｄｅａｔｈ，ａｎｄ 　ｔｈｅ１ｏｓｅｒ１ｏｓｅｓ　ａ１１．＜下線筆者〉

や， Ｃ・ メッ センジャーの

丁加Ｇｏ刎６１ｓ　ａ　ｎｏｖｅｌ　ｍ　ｗｈ１ｃｈ　Ｌｏｎｄｏｎ　ｅ１ｅｖａｔｅｓ　ｔｈｅ‘‘ｇａｍｅ”ｏｆ　ｂｏｘｍｇ　ａｎｄ １ｔｓ　ａｃｔ１ｏｎ　ｔｏ１ａｒｇｅｒ　ｇａｍｅｓ

　　　　　　　　　　　　　　　２２）ｏｆ　ｅｘ１ｓｔｅｎｃｅ
，ｓｐｅｃ１

丘ｃａ１１ｙ　ｔｏ１１ｆｅ　ａｎｄ　ｄｅａｔｈ

の論評にもうかがうことができよう 。『試合』も ，ロンドンが他の作品，とりわけクロンダイク

ものの短篇群の多くで追究してみせた生と死が錆を削るテーマに沿う作品の１つなのである 。

　ちなみに，この作品がロンドンのお気に入りの１つであ ったことも付記しておく 。彼はその作

家生活中に，どの作晶が気に入っているかと訊かれて，その時々に違った作品名を挙げてはいる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３）が， 人生を終える１ヵ月余り前の書簡では

‘‘

丁加Ｇ舳６１ｓ　ａ　ｐａｒｔ１ｃｕ１ａｒ　ｐｅｔ　ｏｆ　ｍｍｅ ”と明言して

いる 。

皿

　第２作ｒひと切れのビフテキ」（
‘‘

ＡＰｉ・… 　ｆＳｔ・・ｋ”）の舞台は，早魅と不景気に見舞われたオー

ストラリアのシドニー である。主人公は，２０年余りのリング生活を送 ってきた（ｐ．８９）４０歳

（ｐ．７９）になる「古参の中では，俺が最後」（ｐ．８３）という大ベテランのボクサーであるトム ・キン

グ。 昔日の栄光と面影もなくなっ てしまっ たそのトムが，「若さの権化」（ｐ．８７）であるサンデル

と戦って破れ去り ，痛恨の涙を流す，というのがあらすじだ。老いぼれたとはいえ，前座試合 ・

４回戦 ・１０回戦と３つのいわば前哨戦があ って，そのあとに行なわれる身Ｏ回戦のメイン ・イヴ ェ

ントに出場する。ここでも ，時代を思わせるラウンド数の多さが目につく 。（現在では，世界タ

イトルマッ チでさえ１２回戦なのだから 。）それから，ボクサーの名前が実名で登場するあたりは ，

特に当時の読者にとっ ては親近感を覚えるものがあ っただろう 。たとえば，トミー・ バーンズや

ジャッ ク・ ジョンスン（ｐ．８ユ）など今を盛りの名選手を，トムが自分のみじめな現状と対照的に

思い起こしている場面がある。が，この両者は，実際に１９０８年１２月２７日にシドニーで世界ヘビー

級を賭けて対戦した選手である。トム ・キングの名前も実名のようだ。Ｊ ・バンクスは，次のよ

うに説明している 。

Ｌｏｎｄｏｎ　ｂａｓｅｄ　ｈ１ｓ　ｓｔｏｒｙ　ｏｎ　ａ 丘ｇｈｔ　ｈｅ　ｓａｗ　ｍ　Ｎｅｗ　Ｓｏｕｔｈ　Ｗａ１ｅｓ　Ｔｈｅ　ｎａｍｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｍａ１ｎ　ｃｈａｒａｃｔｅｒ
，

Ｔｏｍ　Ｋｍｇ，ｏｒｌｇｍａｔｅｄ　ｗ１ｔｈ　ｔｈｅ　Ｂｒ１ｔ１ｓｈｅｒ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｓａｍｅ　ｎａｍｅ　ｗｈｏ１ｅａｍｅｄ　ｔｏ　ｂｏｘ　ｍ　ｔｈｅ　Ｒｏｙａ１Ｎａｖｙ　ａｎｄ

ｒｅ１ｇｎｅｄ　ａｓ　Ｈｅａｖｙｗｅ１ｇｈｔ　Ｃｈａｍｐ１ｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｗｏｒ１ｄ　ｍ　ｔｈｅ　ｅａｒ１ｙ１８６０ｓ　Ｌｏｎｄｏｎ’ｓ　ｄｅｓｔ１ｔｕｔｅ　ｃｈａｒａｃｔｅｒ　ｐｒｅ

ｓｅｎｔｓ　ａ　ｓｈａｒｐ　ｃｏｎｔｒａｓｔ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｒｅａ１Ｔｏｍ　Ｋｉｎｇ　ｗｈｏ　ａｍａｓｓｅｄ　ａ　ｆｏｒｔｕｎｅ　ｏｆ　ｎｅａｒ１ｙ蒲３００ｔｈｏｕｓａｎｄ　ｂｅｆｏｒｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８９）



１５２ 立命館経済学（第４５巻 ・第６号）

　　　　　　２４）
ｈ１ｓ　ｄｅａｔｈ １ｎ１８８８

要するにこの作品も ，ロンドンがオーストラリアで観戦した試合がべ一スにな っており ，実際の

トム ・キングは１８６０年代初めに世界ヘビー級チャンピオンとして君臨した男である。面白いのは ，

実物のほうは大金をためこんだのに対し，この作品のトムは貧窮に甘んじる老ボクサーである点

だ。

　ロンドンは，この作品を１９０９年５月１５日に書きはじめて，同年６月２日に脱稿している 。（す

なわち，『スナーク』号による世界一周航海が頓挫して，シドニーで入院 ・療養後，汽船『タイ

メリッ ク』号でエクアドルに向かう途中で書きあげたものである。）これが，『サタデイ ・イーヴ

ニング ・ポスト』の同年１１月２０日号に掲載された。その後１９１１年の１月に，『神が笑う時 ・その

他』という短篇集に収められて出版されている。また，１９１３年には映画化もされた 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５）
　Ｃ ・メソ センジャーは，この作品を

‘‘

ｐｅｒｈａｐｓｔｈｅ丘ｎｅｓｔｂｏｘｍｇｓｔｏｒｙｍＡｍｅｎｃａｎ丘ｃｔ１ｏｎ
’’

と

評し ，

ｈｅ　ｕｓｅｄ１ｔ　ａｓ　ａｎ　ｅｎｖ１ｒｏｎｍｅｎｔ　ｍ　ｗｈ１ｃｈ　ｔｏ　ｗｏｒｋ　ｏｕｔ　ｔｈｅ　ｔｈｅｍｅ　ｏｆ　ｂ１ｏ１ｏｇ１ｃａ１ｙｏｕｔｈ　ｄｏｍｍａｔｍｇ　ｐａｍｆｕ１

１ｙ　ａｃｑｕ１ｒｅｄ
　ｅｘｐｅｒ１ｅｎｃｅ

”

と続けている。最高の賛辞を寄せているわけだが，筆者も目につく優れた点を主に３つばかりに

絞っ て考察してみたい 。

　『試合』が，物語の進行上まさかと思われたジ ョウ ・フレミングの思わぬ敗北および死という

あっ けない幕切れをもっ て終わるのに対し，ｒひと切れのビフテキ」のほうも同じく主人公の敗

戦をもっ て物語の幕が引かれるのだが，のっけから負けの試合を予測させる材料　　負けの伏線

　　がこれでもかこれでもかとばかりに用意されている。『試合』の書きだしが「色とりどりの

模様のじゅうたんが，２人の目の前の床の上に延べられていた」（Ｐ．６）とはなやかであるのに対

し， ｒひと切れのビフテキ」のほうは

　トム ・キングは，パンの最後のひと切れで小麦粉ソースの最後の１滴まできれいにふき取ると ，よう

やくひと口分になったものを，ゆ っくりと瞑想にふけるようにかんだ。（Ｐ
．７４）

となっ ている。明らかに文章の調子が違う 。さらに，ｒまぎれもない空腹感」ｒ彼だけは食事をし

たのだ」「彼の連れあいは…… 労働者階級の，やせてやつれた女であ った」「最後に残っていた半

ペニー銅貨２枚は，パンを買うのに使い果たしてしまっ ていた」「くらくらの椅子」「粗末な服」

「靴の甲皮はす っかり弱 って，張りかえをした重い靴底を支えきれないほどだ」「木綿のシャツは

２シリングの安物で，襟はすり切れ，一・・」（いずれもＰ
．７４）と ，具体的に写しとられていく 。

Ｊ・ Ｃ・ オーツは，ｒこれほど短時問の間に，これほど多くのことが，これほどとり返しのつか
　　　　　　　　　　　　　　　２６）
ない形で起こるスポーツは他にない」と書いてはいるが，勝者と敗者の落差が明確（引き分けで

すら，挑戦者は負けと同じ）なことはなはだしいスポーツであ ってみれば，トム ・キングの場合

は冒頭から敗者の条件に満ち満ちているのではないか。上に拾いあげた書きだし部分には，その

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９０）
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敗者の条件の１つである生活苦がにじみ出ている。ほかにも挙げると切りがない。どの店にもツ

ケがきかないこと（ｐｐ７７－８），時計がないこと（ｐ７９），「がらんとした部屋」「滞納した家賃」（共

にｐ．８０）と ，貧困の細部に至るまでが実に入念に，しかも淡々と描写されているのである 。

　敗者となるもう１つの，というよりも最悪の条件は，トムの老化である（もっとも ，若さを誇

っていた全盛時には，生活苦などまるで無縁であ ったわけだが）。 上に引いた冒頭部の生活苦の

具体的事例に続き ，トムの容貌が克明に描きとられている 。

トム ・キングの顔こそは，まぎれもなく彼の人となりを表わしていた。それは，典型的なプロボクサー

の顔であ った。長年四角いリングの中で過ごし，そのために，戦う獣が持つあらゆる特徴を発揮し，強

調してきた者の顔であ った。それは，は っきりと不機嫌な顔つきであり ，その目鼻立ちがよく見えるよ

うに，きれいにひげが剃 ってあ った。唇は不格好で，はなはだしく荒けずりな口になっ ていて，まるで

顔にできた割れ目のようであ った。あごは攻撃的で，残忍で，頑丈であ った。目は，動きが遅く ，まぶ

たが重く垂れさがり ，毛深くて長く引かれた眉の下にあ って，ほとんど無表情であ った。まっ たく動物

そのものであ ったが，中でも目はもっとも動物らしい特徴をしていた。それは眠そうで，ライオンのよ

うな目　　戦う動物の目であ った。額は髪のほうへと急に後退し，その髪も短く刈 ってあり ，悪党らし

く見える頭の瘤をユつ残らず見せていた。鼻は２度折れ，無数のパンチを受けて様々に変形しており ，

カリフラワーのようにくずれた耳は，永久に腫れあがって２倍の大きさにゆがんでおり ，こうしたもの

によっ て， 彼の装飾は申し分のないものになっ ていた。一方あごひげは，剃りたてだというのに，もう

生えかけていて，そのために顔が青黒く見えた。（ｐ．７５）

ロンドン特有の比瞼表現も豊かにちりばめられて，トムの顔が目の前に思い浮かぶようである 。

この直後にも ，トムの体の部分（手の甲，血管，指の関節，心臓等）が柔軟性と持久力を失 って

しまっ たことへの言及がある。この敗者の２大条件に，試合前の老ボクサーには致命的とも言え

る練習不足が加わり ，そのうえ，会場までの２マイル（約３．２キロ）を徒歩で行かねばならないと

くる。こうしたトム個人の目もあてられないほどの不利な諸条件が，さらにオーストラリアの早

魅と不景気に包まれているわけだから，まさに八方塞がりなのである。こんな状況下で，いっ た

いトムは勝利を呼びこめるのだろうか？　Ｊ ・Ｃ ・オーツの言う奇跡的なことが起こり得るのだ

ろうか？

　２つめに，生の淀がこの作品　　とりわけトムとサンテルの試合　　を規定している占に触れ

ておきたい。すなわち ，

ボクシング界にあ っては，いつだ って，こういう若者たちが浮かびあがってきては，飛びはねるように

ロー プの問をくぐり抜け，大声張りあげて戦いを挑むのだ。そしていつだって，老いぼれ連中が若者た

ちの前に屈していくのだ。（中略）決して滅びることのない若さなのだ。（ｐ．８６）

という大前提が，試合直前のところで披涯される。それは，「老いぼれ」であるトムが若さあふ

れるサンデルに屈するのが目に見えていることに重なりあう 。試合が始まる。なるほど，トムの

定規で測 ったようなぺ一スでは進む。若い相手との一戦における読みと計算が，そこかしこに見

える。たとえば，開始のゴングが鳴ると ，ｒサンデルは，両 コーナー からゆうに四分の三のとこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９１）
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ろまで出てきた。…… ところがキングは，進み出る距離を短くとることで満足していた。それは

彼の節約の方針にかなうことであ った」（ｐ．９０）とある。さらに ，

ラウンドが終わりに近づくと ，キングは，セコンド陣がいつでもロー プの問から飛びこんでいけるよう

にと外で身をかがめているのを見てとると，試合を自分のコーナーへと持っていっ た。 そういうわけで

ゴングが鳴ると ，すぐに腰かけにすわ ったが，サンデルのほうはといえば，リングの対角線上をはるば

る自分のコーナーまでもどらねばならなかった。（ｐ
．９２）

若さだけからは出てこようはずもない，体力の消耗を最小限におさえようとする実に綴密な計算

が働いている。だが，そうした画策も，結局は若さを前にしては歯が立たない。むしろそうした

こと自体，上述の敗者の条件につながるものであるだろう 。長年のリング生活は，トムに体力の

節約や「試合の駆け引きのうまさ」（ｐ．９０）や「知恵」（ｐ．９３）をもたらした反面，スタミナと持久

力を奪ってしまっ た。一方サンテルは，若さ　　「体力と持久力」（ｐ９６）「回復力」（ｐ１００）

にものをいわせ，度重なるダウンをも乗り越えてしまう 。（おまけに，２人の目指す目標が段違

いだ。サンデルの栄誉や出世に対し，トムの目的といえは貧しい家族を支えてくれる「３０ポンド

のため」（ｐ．９６）なのだ 。）

　トムは，会場へ向かう途中，２０年前の全盛時代を思い起こす。「年老いたストウシャー・ ヒル

を１８ラウンドでノッ クアウトしたことがあ ったが，そのあと老ビルは，更衣室で赤ん坊みたいに

泣いた」（ｐ．８２）のを。それが２０年後の今となると「なぜビルが更衣室で泣いていたのかがよくわ

かるのだ った」（ｐ．１０４）で，この作品は終わる。ボクシング小説という形式で，老いと若さのぶ

つかりあいをこれほどきわ立って対照的に，しかも適度の哀感を含ませながら，細部に至るまで

手がたく写しとっ た作品も珍しいのではないだろうか 。

　この生の淀をめぐっ て論ずる際，必然的に同じロンドンの短篇で，もろに弱肉強食の世界を描

いた「生の捷」が想起される。老いて死のまぎわにあるコスクーシュ老人が，若かった頃を思い

めぐらす場面である。また，『ジ ョン ・バーリコーン』でも「若さというのは，いつだって老い
　　　　　　　２７）
を噺笑するものだ」と述べているが，いずれも底流は同じものだ 。

　３点めに，タイトルの
‘‘

Ｓｔｅａｋ
’’

に関連して付言しておこう 。

ああ，あのひと切れのビフテキさえあれば，事足りたのに！あれがなかったばっかりに決定打が出せ

ず， 負けてしまっ たんだ。万事あのビフテキのせいだ。（ｐ
．１０２）

のトムの悔恨に尽きると思われるが，体力 ・精力 ・持久力 ・回復力あるいは貧富の差等すべての

象徴と言 ってよい。この肉１枚の裏側に隠された悲哀を
‘‘

ｍ１ｖｅｒｓａ１ｃｏｎＨ１ｃｔ　ｂｅｔｗｅｅｎ　ａｇｅ　ａｎｄ

　　２８）
ｙｏｕｔｈ

’’

に重ねあわせる時，読者はわが身に引き寄せながら，時代を超えてしみじみとこの作品

を読み継いでいくに違いない 。

　トムとサンデルの戦いの描写にほとんど無駄がないこともさることながら，この作品でも比職

が駆使されており ，読者の想像力に弾みをつけている。「カリフラワーのようにくずれた耳」

（ｐ．７５）「眠たそうなライオンが，いきなり稲妻のように手を突きだすのに似ていた」（ｐ．９１）「脚は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９２）
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鉛のようになり」（ｐ．９９）「ボンディ海岸に寄せては砕ける波のとどろきのごとき観衆の叫び声」

（ｐ．１０２）などは，その好例である 。

　最後に，「ひと切れのビフテキ」は老トム ・キングが一貫して敗戦の宿命を負う物語だが，老

ボクサーが必ずしも敗れ去るものではない事例を最新の試合から見ておこう 。１９９６年７月２０日に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２９）
大阪府立体育会館で行なわれたＷＢＣジ ュニアフェ ザー級タイトルマッ チ１２回戦で，チャンピ

オンで３８歳のター エル ・サラコ サ（メキシコ）が，若い挑戦者の原田剛志を７回ＴＫＯ勝ちした

のである。王者の利占　　十分な練習や食事　　といっ た占で，トム　キンクとは比較にはなる

まいが，年齢 ・キャリア ・技術面，特に年齢を考える時，老いを深刻に受けとめねばならないベ

テラン選手にとっ て， サラゴサの勝利と防衛は１つの朗報には違いない 。

Ｗ

　３つめのホクシンク小説は「メキシコ 人」（
‘‘

Ｔｈ．Ｍ．ｘ１。。ｎ
’’

）である 。１９１１年８月１９日に『サタ

デイ ・イーヴニング ・ポスト』に掲載され，その後１９１３年２月にセンチ ュリー社より出版された

短篇集『夜に生まれたもの』に収められた。他の３作とはかなり異質のユ ’一クな作品である 。

単なるボクシング小説として片づけられない歴史的 ・政治的 ・杜会的な背景が，厳しく立ちはだ

かり ，ひと筋縄ではいかないのである 。

　構成は全４章と少ないが，第１章の書きだしの１節は以下の通りである 。

　彼の経歴は，誰にもわからなかった　　彼ら秘密結杜の者には，とりわけわからなか った。彼は秘密

結社の「ちょっとした謎」であり ，「偉大な愛国者」であ った。そして彼なりに，みんなと同じように ，

来たるべきメキシコ革命のために奮闘していた。みんなは，このことを認めるのを渋っていた。秘密結

社の誰１人として，彼を気に入ってはいなかったからだ。彼がはじめて彼らの窮屈であわただしい部屋

に流されるように入ってきた日 ，一同は彼のことをスパイ　　ティーアス秘密警察に買収された手先の

１人ではないか，とにらんだ。あまりにも多くの仲問が，合衆国中に散在する民問および軍の刑務所に

収容され，中には足かせをはめられて，国境の向こうに連れ去られ，日干しレンガの壁を背に並ばされ

て銃殺される者もいたからである 。（ｐ．１０６）

一読したかぎりでは，普通の読者なら戸惑いを覚えるだろう 。メキシコ革命に向かう秘密結社や

らディーアス秘密警察やら，特に現代の読者にはなじみのない言葉が次々に登場するからである 。

第１ ・２章はこうした革命のにおいと緊迫感が漂う秘密結社が舞台となり ，そこヘフェリー ペ

イ・ リヴェラという１８歳の少年が「革命のために働ければ本望だ」（ｐ．１０６）と言 ってや って来る 。

結社は，革命に向かう困難　　とりわけ資金不足　　のため，時節到来にもかかわらず絶望状態

にある。みんなから猜疑心を持たれながらも ，この少年は結社の滞納家賃や切手代などを必ずど

こかで調達してくる。そして，いよいよ「ここ何年かの，見るも痛ましい，謀議やら地下工作や

らの苦労が実る時が近づいた」（ｐ．１１５）のに，銃と弾薬を手に入れる金がない。そこでリヴェラ

は， ｒ３週問したら ，僕がその５ ，ＯＯＯドルを持ってきましょう」（Ｐ．１１７）と言 って，忽然と姿を消

す。 第３章に入ると ，舞台は急にロサンゼルスのボクシング事務所に変わる。ここで革命とボク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９３）
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シングとが結びつくわけである 。第１ ・２章におけるさまざまな金の工面も ，実はリヴエラがボ

クシングをやって稼いできたものなのだ。今回は，ダニー・ ウォードというｒ一流の戦略的なボ

クサ ー」（Ｐ．１２０）とやる，それも分けまえについてはｒ勝ったほうが，全部取る」（Ｐ．１２６）という

前例のない契約をダニー側に結ばせる。両者の戦う目的は同じ金のためだが，その使途の違いを

理解しながら読むと興味深い。最後の第４章がダニーとの試合で，大変な苦戦ののちに勝ちをも

のにする，というエンティングである。読者の側の最初の戸惑いも ，第３章以降で薄皮を剥くよ

うに徐々に解消されていくあたりに，この作品の醍醐味があると言えよう 。

　政治的 ・歴史的背景にも言及しておく必要がある。まずはディーアスである。手もとの人名辞

典によると ，

　Ｐｏｒ丘ｒ１ｏ　１８３０－１９１５　メキシコの軍人 ・政治家。改革戦争（１８８０～８４）と反フランス闘争（ ’５８～６０）

ではフアレスのもとで働いたが，’７１反旗を翻し，失敗。’７６再び反乱を起こし，レルドーデーテハーダ政

権打倒に成功，大統領に就任。以後 ’８０～８４を除き ，１９１１まで独裁者としてメキシコに君臨。その問 ，

フアレス政権時代に接収された大所有地の地主への返還，教会権力の強化，インディオ共有地（エヒ

ド）の大地主による奪取など，教会 ・地主勢力の拡大をはかる一方，アメリカ資本の大量導入により国

家資源の開発を行なっ た。 しかし ’１０反独裁革命がおこり ，翌 ’１１革命軍のメキシコ ーシティー 入城を前
　　　　　　　　　　　　３０）
に辞任パリヘ亡命し，同地で没 。

とある。今日においてさえ，メキシコ大統領は「ラテンアメリカ諸国の中でもその強大な権力を
　　　　　　　　　　　　　　３１）
掌握していることに定評がある」というのだから，ましてティーアスの長期にわたる独裁政権下

にあ っては推して知るべしであろう 。いかにその時代が物質的繁栄を誇ったにせよ ，それはごく

一部の富める者たちのためであ って，大多数の民衆は労ばかり多く報われることがなかった。と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のろし
なれば，歴史がくり返す通り ，一撲や革命の狼煙が上がっていく 。

　Ｆｒａｎｃ１ｓｃｏ　Ｍａｄｅｒ０１ｓｓｕｅｄ　ａ　ｃａ１１ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｏｖｅｒｔｈｒｏｗ　ｏｆ　Ｄ１ａｚ　ｍ　Ｎｏｖｅｍｂｅｒ１９１０，ａｎｄ　ｖ１ｏ１ｅｎｔｒｅｖｏ１ｕｔ１ｏｎ 一

　　　　　　　　　　　
．３２）

ａｒｙ丘ｒｅｓ　ａｇａｍ　ｓｗｅｐｔＭｅｘｌｃｏ

と火の手が上がり ，メキシコ革命は延々と続いていく 。したがって，「メキシコ 人」はこの時期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３３）
の直前あたりが背景になっ ているものと考えられる 。Ｊ ・バンクスも述べている通り ，つねに抑

圧された人々のことを案じていたロンドンは，革命の大義に寄与するものとしてこの作品を書い

たのである。しかも ，ボクシングという彼の得意な分野を巧みに活用することによっ て。

　ちなみに，このユニークな作品は日本でも脚本化されたようで，『文芸戦線』の１９２７（昭和２）

年１月号に「メキシコ 人（５場）」として掲載されている。脚色は，前田河廣　郎である。原作

にはない「第５場」が，最後に書き加えられている。リヴェラが同志のところへもどって来て ，

金の包みを渡す。ト書は，次のように締めくくられている 。

フェリプ ・リベエラ卒倒して人々の腕に倒れる 。

ラモス急いで新聞包を解き ，一同へ果多しき紙幣束を

示す。阿呆のやうな表情 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９４）
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ヴエラ卓上に感きはまつて泣く 。

ドラマティッ クにすぎるこの５場が必要なものなのかどうかの評価はともかく ，また，時代（今

から７０年も昔）を感じさせる漢字や旧かなづかいを勘案しても ，なおこの脚本は原作の味をよく

伝える佳晶であると評価したい 。

　さて，「メキシコ 人」についてもいくつか目につく点を指摘しておこう 。まず何と言 っても最

大の特徴としては，すでに若干触れたように，革命とホクシンクの取りあわせがきわめてユニー

クな点であろう 。しかも ，この取りあわせと関運して，さまざまな二面性が内包されているので

ある。大枠で見ると ，第１ ・２章（革命の舞台裏）と第３ ・４章（ボクシングの試合）とが表裏

一体をなす構成はみことである。個人的に見れは，リウェラの二面性　　革命軍の一員であり ，

プロホクサー　　にも着目しなけれはならない。彼のとる行動の１つ１つが，２枚の布切れ

（革命とボクシング）を縫いあわせていく糸のような働きをしているし，第３章のロバーツの話

が第１ ・２章におけるリヴェラの出没を鮮やかに裏打ちしていくというわけだ。またほかにも ，

タニーの二面性　　表向きは愛想のよいスポーノマンでありながら，実は「血も涙もないホクサ

ー」（Ｐ１２４）　　もある
。

　構成上忘れてはならないのは，第４章の試合の場面にいくつかの幻影が折りこまれている点で

ある。それもかなりのスペースを割いている。長くなるが，１つ引いてみよう 。

　だが，リウェラの追億の眼前には，さらにいろいろな光景が燃え立 った。ストライキ，というよりは

むしろ工場閉鎖だ。これが起こっ たのは，リオ ・ブランコの労働者たちが，ストライキをや っているプ

ウェイブラーの同胞を支援したためだ。飢えのあまり ，木の実や根や草の葉を求めて丘陵地帯への遠征

隊を送るのだが，みんなはそうしたものを食べたがために，胃をねじるほど痛めたのだ った。それから

悪夢，会社の店の前の荒地，何千人もの飢えた労働者，ロサーリオ ・マーティネイス将軍とポーフィー

リオ ・ディーアスの兵士たち，決してやむことがないように見える，死を吐きだすライフル銃。かと思

えば，労働者たちの不当な行為が，自らの血で再三にわた って洗われていた。そして，あの夜！彼は

平台型貨車を見た。そこには，ヴェラ ・クルーズに送られて，湾の鮫のえさとなる殺害された者たちの

死体が，山積みされていたのだ。再び彼がそのぞっとする死体の山の上をはい，捜して見つけたのが ，

裸にされ，め った切りにされた自分の父親と母親であ った。母親のことを特に害いだした　　彼女の顔

だけが突きでて，体のほうは何十もの死体の重みがのしかかっていた。再び，ポーフィーリオ ・ディー

アスの兵士のライフル銃が鋭い爆音を発すると ，また彼は地面にうずくまり ，丘の狩り立てられた コヨ

ーテのようにこそこそと逃げたのだ った 。（ｐｐ ．１３３－４）

恐ろしい光景である。と同時に，こうした光景が，リウェラの革命に賭ける思いを　　ひいては ，

タニー　ウォートとの一戦に何としても勝たねはならないとの執念　　を支えているのだ。これ

らの幻影の折りこみは，「メキシコ人」を単なるボクシング小説に終わらせずに重厚な仕上がり

を持つことに貢献しており ，革命が伸るか反るかの厳しい迫力を添える働きをしている。その意

味で，幻影の持つ意義は計り知れないほど大きい 。

　２つめには，プロボクシングの内幕あばきを自然に写しとることに成功している点が挙げられ

る。 プロモーターのマイケル ・ケリーの言葉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９５）
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　「タニーが勝たなきゃいかんのだ　　俺はとうも大金を失いそうだ。しこたま金を賭けてんだ　　自分

　の金をだ。やつが１５ラウンドまで持ったら，俺は破産だ。あの子は君の言うことをきくだろ。何とか承

　知さしてくれ」（ｐ．１４６）

や，

　「どうせおまえは負けるんだ」と ，スパイダー・ ハガティが補った。「レフェリーは，おまえの負けに

するぜ。ケリーの言うことをきいて，負けてやれ」（ｐ
．１４７）

などは，その最たるものであろう 。ロンドンがこうした面で果たした功績も，無視することはで

きない。（これについては，次のＶでも扱う 。）

　３点めは，ｒａｃ１ｓｍの問題が絡んでいることである。まず，具体的な事例を引いてみよう 。第

１・ ２章の場合は同じメキシコ革命軍の同志だから問題は発生しないが，第３ ・４章に入ると ，

盛んにメキシコ 人を蔑む表現が飛び交う 。

Ｏ「…… ところで，この小さな黄色いやつは，きょうずうずうしくも舞いこんできやがって，カーシー

の代わりをやろうっ て言うんだ。…… 」（ｐ
．１２１）

　「…… この小さな飢えたメキシコの若僧が……」（ｐ．１２１）

　「何だと，このこぎたない，ちびの，メキシコ 人野郎めが！今すぐにでも，おまえみたいなうすの

ろをや っちまいたいぜ〕（ｐ．１２７）

＠「このちびのメキシコ ねずみ野郎めが」（ｐ．１３５）

　「いさぎよく戦え，この野良犬めが！」（ｐ．１４９）

○はケリー（プロモーター），　はロバーツ（コンディシ ョナー），　と＠はダニー 　は観衆か

ら， それぞれ発せられる言葉である。リヴェラは，いわば，ボクシングの試合に関係する者全体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４）
を敵にまわして戦うわけである。このありさまは，前稿で取りあげた１９０８年１２月２６日の白人バー

ンズ対薫人ジ ヨンスン戦や，１９１０年７月４日の白人ジェフリーズ対薫人ジ ョンスン戦とも重なり

あう 。白人種対黒人種の対決構図が，ここでは白人種（ダニー）対褐色のメキシコ 人（リヴ ェ

ラ）の形で提示されているのである 。

“Ｍｅｘ１ｃａｎ”　 ｗｈ１ｃｈ　ｈａｓ　ｓｍｃｅ　ｂｅｅｎ　ｕｓｅｄ　ｂｙ　ｓｏｍｅ　Ａ
ｎｇｌｏ　Ｓａｘｏｎ　Ａｍｅｒ１ｃａｎｓ　ａｓ　ａ　ｄｅｒｏｇａｔｏ町１ａｂｅ１ｆｏｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　３５）
ｔｈｅ　Ｓｐａｍｓｈ　ｓｐｅａｋｍｇ　ｍ　ｔｈｅ　Ｕｍｔｅｄ－Ｓｔａｔｅｓ

，

今日でさえこうした構図を拭いきれずに引きずっているわけだから，上に引いた表現などは当時

の社会状況をよく反映しているものと言えよう 。ロンドンの視点は無論，Ｅ ・レイバーが指摘す

る通り
，

　ｔｈｅ　ｄｅｅｐｅｒ　ｔｈｅｍｅ１ｓ　ｔｈｅ　ｍｐｏｒｔａｎｔ　ｔｈｍｇ　ｎｏ　ａｍｏｕｎｔ　ｏｆ　ｐｒｅｊｕｄ１ｃｅ　ａｎｄ　ｃｏ耐ｕｐｔ　ｐｏｗｅｒ　ｃａｎ　ｏｖｅｒｃｏｍｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．３６）

ｔｈｅｍ１ｖｅｒｓａ１ｈｕｍａｎｄｅｓ１ｒｅ　ｆｏｒ　ｆｒｅｅｄｏｍ
，ｒｅｇａｒ

ｄｌｅｓｓ　ｏｆｒａｃｅ　ｏｒｃｏｌｏｒｏｒｎａ七〇ｎａ１１ｔｙ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９６）
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であろう 。いかなる偏見も腐敗勢力も ，人種 ・皮膚の色 ・国籍に関係なく人類が共通して求める

自由というものを踏みにじることなどできない，というわけだ 。

　最後に，本章でも豊かな比瞼表現に触れておこう 。この作品では，試合中に限らず，第１章の

初めから「得体の知れないやつ」（ｐ．！０７）として登場するリヴェラを形容する形で現われる
。

少年の黒い目には，悪意に満ちた蛇のようなものがある。その目は冷たい火のように燃えていて，まる

で激しい痛恨の念がこもっ ているようであ った 。（ｐ．１０７）

顔から顔へ，発言者から発言者へと ，その目は移っていっ ては，きらめく氷の錐のように穴を開け，人

の心をどぎまぎさせ，かき乱すのだった。（ｐ．１１１）

「……野生の虎の目みたいに残忍だよ 。（中略）はがねのように薄情で，霜のようにきびしく冷たい。冬

の夜に，どっかの人里離れた山の頂上で人問が凍死する時の月光みたいだ。僕はディーアスややつの殺

し屋なんかこわくないが，この少年は何とも恐ろしいよ 。いや，まっ たく 。恐ろしい。彼は死の息吹き

さ」（ｐ．１１１）

「……原始人であり ，野生の狼であり ，息をのむばかりのガラガラ蛇であり ，針を持つムカデだ」
（Ｐ．１１３）

「あいつは，悪魔の化身だな」と ，ヴェイラが言 った。「革命の炎であり精神だ。叫び声をあげず音も立

てずに人を殺してしまう復讐の，飽くことを知らぬ叫びだ。夜のしじまの監視の中を動きまわる，破壊

の天使だ」（ｐ．１１３）

凄まじいまでの瞼え方である。リヴェラの怨念がひしひしと伝わ ってくる。同志ですらこういう

瞼えを使うのだから，上述の幻影（ほかにまだ３つある）と重ねる時，読者はすべてを失 ったリ

ヴェラの悔しさとそれをバネにした革命への執念の深さを思い知らされる。試合中の比瞼につい

ては割愛するが，さほど多くはないにしても ，試合の流れや雰囲気を引き立てる表現が適度に配

置されていることだけは指摘しておきたい 。

Ｖ

　４つめの『奈落の獣』（丁加〃ツ舳。ＺＢ舳。）は，いかにもアメリカ人好みのする作品である 。

全１０章から成り ，元ヘビー級のボクサーでベテラン ・マネージャーのサム ・スチ ュー ブナー が１

通の手紙を受けとるところから物語は始まる。パット ・グレンドンという昔のボクサーからのも

ので，自分の育てた息子のヤング ・パソト　クレントンを見に来てもらいたいとの要請である 。

サムは北カリフォルニアの山中へと出向き ，その「根っからの自然児」（ｐ．１６２）と対面，「天性の

戦士」（Ｐ．１６９）ぶりを見てとり ，サンフランシスコヘと連れていく 。あとは，ラフハウス ・ケリ

ーとの一戦を皮切りに，名声の階段を駆けあがっていく 。第６章では，モード ・サングスターと

いう女性記者との劇的な出会いがあり ，ヤング ・パットはひと目惚れする。彼女は，八百長試合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９７）
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のことを話題にする。ナ ソト ・パワースとの一戦で１６ラウントＫＯという仕組まれた勝ち試合

のことを知らされたパットは，１８ラウンドでノ ックアウトしてみせるとモードに約束するが，１６

ラウンドにパワーズがわざと敗れる。パットは，モードのオフィスヘ中身の説明と理解を求めに

出かけ，プロポーズをして，北カリフォルニァヘハネムーンに出かけ，トム ・キャナムとの一戦

での一大計画を練る 。そして第１０章は，パットの最終試合で，観衆を前にボクシング界の不正を

あばいていく 。「世界チャンピオンの偉大なるジム ・ハンフォード」（ｐ．２５６）までが激怒して飛び

だし，殴りかか っていくが，これをも「た ったの１発で沈めてしま」（ｐ
．２５６）う 。あとは，ト

ム・ キャナムをノ ックアウトし，騒然とした会場を引きあげていくというエンディングである 。

無敵の主人公が見せるボクシングの醍醐味という点では，他の３作の追随を許さず，痛快ですら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３７）
ある。別の言い方をすれば，「スケールの大きな，力強い，スリル満点のプロボクシング小説」

なのである 。

　『奈落の獣』は，実はあのシンクレア ・ルイスと関連の深い作品である 。ロンドンが１９０６年に

講演のためイェール大学を訪ねた際にルイスと会い ，

　Ｔｈｅ　ｔｗｏ　ｂｅｃａｍｅ　ｆｒ１ｅｎｄｓ， ａｎｄ　ｍ１９０９ｔｈｅｙ　ｗｅｒｅ　ｍｅｍｂｅｒｓ　ｏｆ　ａ　ｂｏｈｅｍ１ａｎ　ｃｏ１ｏｎｙ　ｋｎｏｗｎ　ａｓ ‘Ｔｈｅ

Ｇｒｏｕｐ’ｗｈ１ｃｈ１１ｖｅｄ　ｍ　ｒａｔｈｅｒ　ｐｒｍ１ｔ１ｖｅ　ｓｔｙ１ｅ　ａｔ　Ｃａｍｅ１ｏｎｔｈｅ　ｃｏａｓｔ　ｏｆＣ
ａ１１ｆｏｒｎ１ａ　Ｗｈ

ｅｎ
，ａ　ｙｅａｒｏｒ１ａ

ｔｅｒ，Ｊａｃｋ　Ｌｏｎｄｏｎ　ｂｅｇａｎ　ｔｏ　ｒｍ　ｓｈｏｒｔ　ｏｆ　ｐｌｏｔｓ　ｆｏｒ　ｈ１ｓ　ｓｔｏｒ１ｅｓ
，Ｓｍｃ１ａ１ｒ　Ｌｅｗ１ｓ　ｏｆｆｅｒｅｄ　ｔｏ　ｓｅ１１ｈｍ　ｓｏｍｅ

，

ｗｈ１ｃｈ　ｈｅ　ｓｅｔ　ｏｕｔ　ｂｎｅＨｙ　ｍ　ｈａｌｆ　ａ　ｄｏｚｅｎ１ｍｅｓ　Ａｍｏｎｇ　ｔｈｅｍ　ｗａｓ　ｏｎｅ　ｗ１ｔｈ　ｔｈ
ｅ　ｎｏｔ　ｖｅｒｙ　ａｔｔｒａｃｔ１ｖｅ　ｔ１ｔｌｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３８）
ｏｆ　Ｔ加Ｄ閉３ ８〃Ｐ硲〃並Ｌ

ｏｎｄｏｎ　ａｃｃｅｐｔｅｄ　ｔｈ
１ｓ，ａｎｄ　ｍ　ｈ

１ｓ　ｈａｎｄｓ１ｔ　ｂｅｃａｍｅ　Ｔ加Ａ６ツ舳〃Ｂ閉蛇

という経緯があ ったのである。プロット不足に陥っていたロンドンと ，まだ駆けだしで芽が出ず

当座凌ぎの欲しかったルイスとの間に，取り引きが成立したというわけだ。もう少し詳細な数字

を示すと ，ルイスから５５のプロットが提示され，ロンドンはそのうちの２７のプロットを総額１３７
　　　　　　　　　　　３９）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０）
ドル５０セントで買いとっ たが，実際に利用されたプロットは５つだけであ った。この作品はその

５つのうちの１つで，１９１０年１０月４日に７ドル５０セントで購入された。同年１１月２５日には，もう

この作品に取りかかっており ，翌１９１１年１月２６日には２６２ドル８４セントの原稿料を得ている。同

年９月１日には『ポピュラー・ マガジン』（Ｖｏ１．２１）に，１９１２年１月１５日には英国の『レッ ド・

マカジン』にも掲載された。そして１９１３年５月にセンチ ュリー社より出版されると ，即座にヒソ

トしたという 。

　『奈落の獣』にも注目すべき点がいくつかある。まずは，アメリカン ・ドリームをもののみご

とに体現した作品である占だ。アメリカン ・ヒーローの系譜には，実在 ・伝説を問わずさまさま

な人物が登場し，アメリカ人の心を捕らえて離さない者が数多くいるが，この作品の主人公ヤン

グ・ パット ・グレンドンもそれらのヒーローたちに負けずとも劣らぬスーパースターである。何

しろ
，

立派な体格，ハンサムな顔，貞節な唇，曇りのない目 ，短く刈 った金髪のために隠れていないすばらし

い額，彼が発していると思われる肉体上の健康と清潔さ（ｐ
．２０８）

（４９８）
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といっ た容貌に加え，「２２０ポンドの体重」（ｐ．１６７）の大男ながら「歩き方が軽快で猫のよう」

（ｐ．１６７）で，おまけに詩や絵画に興味を持つインテリでもある。アメリカ人が拍手喝采を送りた

くなる，スーパーマンとも言える存在なのだ。しかも ，

ｎ６ 〃ツ５舳ＺＢブ倣ｆｏｒｅｃａｓｔ　Ｇｅｎｅ　Ｔｍｎｅｙ’ｓ　ｗｍｎｍｇ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｈｅａｖｙｗｅ１ｇｈｔ　ｃｈａｍｐ１ｏｎｓｈ１ｐ　ｍ１９２６Ｔｍ

ｎｅｙ
，１ｉｋｅ　Ｐａｔ　Ｇ１ｅｎｄｏｎ　ｗａｓ　ａｎ　ｈｏｎｅｓｔ，ｉｎｔｅ１１ｅｃｔｕａ１ｍａｎ　ｗｈｏ　ｒｅｔｉｒｅｄ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｒｉｎｇ　ｗｉｔｈ　ｈｉｓ　ｉｎｔｅｇｒｉｔｙ

　　　４１）
Ｓｔｉ１１ｉｎｔａＣｔ

の通り ，実際にこの主人公のような人物が近い将来に登場することの予見にまでなっているとい

うのである。ジーン ・タニーの出現により ，ヤング ・パット ・グレンドンはまっ たく現実離れの

した信じがたい存在なのでは決してないことが証明されたというわけだ 。

　２つめは，この作品も ，いや，この作品こそ，正面切ってボクシング界の不正浄化を狙って書

かれた点である。痛快なボクシング小説というよりもむしろ，この作品全体がそうした狙いに貫

かれていると言ったほうがよいかも知れない。第２章で早くもオールド ・パットがサムに対して

言い放つ次の言葉が，作品全体の枠組みを決定づけていると言っても過言ではない 。

　「わしがあんたに何度も言ってきたことを忘れんでくれ。せがれは汚れがなく ，正直だ。試合のきた

ないところなど何も知らない。そういうことは，まるであいつから遠ざけていたいんだ，ほんとは。あ

いつは，いかさまの意味も知らんのだ。知ってることといえば，戦いの勇ましさと魅力と栄光だけだ 。

わしは，昔のリングの英雄たちの話をいっ ぱい聞かせてきた。（中略）あいつは，人問がわざと負ける ，

つまり八百長で負けるなんて知らんのだ。だから，あいつを公正じゃないことにはかかわらさんでくれ 。

せがれをあんまり不愉快にさせんでくれ。そんなわけで，無効という文句をさしはさんだんだ。もし違

法なことをやれば，契約は自動的に破棄される。契約書には，ちょっとでもいい加減なところがあ っち

ゃいかん。一定のラウンドを保障するための映画人との秘密協定もいかん。あんたら２人に金はた っぷ

りある。だが，正々堂々とやるんだ。でないと ，損をするぞ。いいか？」（ｐｐ ．１７３ －４）

これこそは，作品の最後までをも見通した発言である。以下，ヘンダースンとの試合直前にパッ

トが話を持ちかけられたり（ｐ．１９３），モードの

「……私は男の人たちが時々，特定の試合や賭け越しのことを話しているのを聞いたことがあります 。

その時には気にもとめなかったのですけれど，どうやらこのスポーツと絡んでずいぶんとペテンやごま

かしがあること」（ｐ ．２０８）

の疑い，続いて雑誌の編集者が

「……悪くない勝ち方をするつもりだ，っ て言ってました。勝てればいいとは言わずに，勝つつもりだ ，

って言いました。自分は有利な立場を占めていて，ラウンドの数に賭けている ，っ て言いました。試合

は１９ラウンドで終わるだろう ，っ て言ってました。試合の前夜にですよ 。・・…・」（ｐ
．２０９）

といっ た彼女の証言，それ以降のサムの抗弁，モードの「昨夜，同じ編集者から聞いたのですけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４９９）
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ど， あなたの今度の試合は，終わるラウンドそのものまで手はずがついているんです って」

（Ｐ．２１１）といっ た執櫛な追及など，第６章の後半（ＰＰ．２０８－２２１）のパットとモード，モードとサム ，

パットとサムのやりとりは，ある意味ではパットの試合ぶりよりも息詰まるような迫力ある筋の

運びで，ボクシング界の腐敗を正したいと願っていたロンドンの情熱がひしひしと伝わってくる

場面である。そして，あらすじで見た大詰めへと一気に展開を見せるのである。読者は ，

　ｔｈｅ　ｓｏｕ１ｏｆ　ｐｒ１ｚｅ丘ｇｈｔｍｇ，ｗ１ｔｈ　ａ１１１ｔｓ　ｇａ１１ａｎｔＷ　ａｎｄ－ｓｏｒｄ１ｄｎｅｓｓ ，１ｔｓ　ｈｅｒ０１ｃ　ｐｏｍｔｓ　ａｎｄ （１ｒａｂ　ｇｒｏｓｓｎｅｓｓ

　　　　　　　４２）
ｈａｓ　ｂｅｅｎ１ａｉｄ　ｂａｒｅ

との読後感を得る。すなわち，ボクシングの醍醐味を堪能し，その世界の浄化に溜飲のさがる思

いが得られ，一挙両得というわけである 。

　３つめは，『試合』の場合と同様，時代を感じさせるというか，時代を写している点である 。

第７章の第２節めと第３節めの初めの ，

　試合当日の夜，モード ・サングスターは，それまでにない大胆で因襲にとらわれない言行をしでかし

た。 とはいっ ても，そのことが洩れて社会に衝撃を与えるまでには至らなかったが。編集者の引き立て

によっ て， 彼女はリング ・サイドの席を占めた。髪と額の大部分は縁の垂れたソフト帽に隠れていたし ，

踵まで垂れさがった男物の長いオーバーを着ていた。人ごみにまぎれて入っていっ たので，気づかれる

こともなかった。彼女のすぐ前の，リングの近くの記者席にいる新聞記者たちにもわからなかった 。

　だんだんとそういう習わしになっ てきていたのだが，前座試合は１つもなくて，彼女が席に着くか着

かないうちに，とっと拍手喝采が起こり ，ナ ソト　パワースの登場してくるのがわかった 。（ｐｐ２２１－２）

引用の中ほどあたりがそうなのだが，ジェネヴィーヴの変装と一致する。それともう１つは ，４５

ラウンド ・マッ チで，あの「クィーンズベリー・ ルール」に従って行なうとの宣言（ｐ．２５８）を挙

げることができよう 。

　４点めは，丁加Ａ伽舳〃Ｂブ〃６ というタイトルの由来である。ロンドンがルイスから買 った

プロットのタイトルは，上にも引いた通り〃６Ｄｒｅｓｓ　ＳｕｉｔＰｕｇｉｌｉｓｔ（『礼服を着た拳闘家』）であ

った。作品の中では，グレンドンが

顔を合わす者とはほとんど口をきかないものだから，むっつりだとか無愛想だとか言われた。このこと

から，新聞評で具体的になっ たのは，それが誇張ではなくてむしろまっ たくの思い違いだということで

あっ た。 要約すると ，印刷された彼の性格というのは，雄牛の筋肉をした，だんまり屋で愚かな獣の性

格ということであ った。そして，ある青二才のスポーツ記者が彼のことを「奈落の獣」と呼び，この名

前が定着してしまっ た。 他の同業者仲問たちは，この呼ぴ名を歓呼の声で迎え，それからは，グレント

ンの名前が活字で出る時には必ずこの呼び名がついてまわ った。たびたび，見出しや写真の下に，大文

字で引用符をつけずに，「奈落の獣」とだけ出た。世問ではみな，この獣の正体を知 っていた。このた

め， 彼はいよいよ引 っこみがちになり ，新聞人に対して苦々しい偏見を持つようになっ た。（ｐ
．１９５）

と記している。（最後の「新聞人に対して苦々しい偏見」などは，当時のジャーナリズムに対す

るロンドンの不満をほのめかしたもので，むしろ３点めで取りあげるべきものかも知れない
。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５００）
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また，このほかにもいくつか（ｐ．１９９，ｐ
．２０３

，ｐｐ
．２０４－５）命名の由来が述べられている。なるほど ，

「雄牛の筋肉をした」「腕力のものすごさ」（ｐ．１９９）「巨体をした」（ｐ．２０３）等は獣の属性でもある

のだから，呼称として百パーセント当た っていないというわけでは無論ないが，およそかけ離れ

たものであるようにも思われる。現にロンドンは，ブリット対ネルスン戦（１９０５年９月１０日）の記

事を書いた際に，ネルスンのことを「奈落の獣」と呼び，ネルスンの激昂を買 った。その時 ロン

ドンは ，

「…… 僕は，賛辞として彼をあんなふうに呼んだのだ。彼の度胸と性質と気迫には，先へ進んでいく原
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３）
始的なもの，ととまることを知らぬ　　原始的なものがある」

と釈明して，ネルスンの誤解を解いた。とは言 っても ，どうも釈然とはしない。「奈落の獣」の

イメージは，むしろパソトの戦う相手ナ ソト ・パワースの容姿にはるかにふさわしいのではない

かと思われる 。

彼女（・モード）は，その恐ろしい巨体に一種の恐怖を覚えた。それでいてパワーズは，その体重の半

分ぐらいの人問と同じぐらい敏捷にロープを飛び越え，観客全体から沸き起こるにぎやかな歓呼の声に

応えて，にやにやと笑うのだ った。とても美男子とは言えなかった。カリフラワーのようにつぶれた両

耳を見れば，その職業とそれに付き物の残酷さがわかったし，かと思えば，その砕けた鼻は，これまで

さんざんに打たれたあまり ，外科医の腕をもっ てしても元通りにはできないほどであ った。（ｐ．２２２）

事実モードは，「この２人のまっ たく対照的な男を見て，グレンドンには毛並みの良さを，パワ

ーズのほうに奈落の獣を見る思いがした」（ｐ．２２２）と見ている。筆者は，このパワーズを含めた

賭博をやるプロボクシング関係者全体を象徴しているのがこの呼称ではないかと考える。仮にパ

ットに引き寄せて解釈するとしても ，せいぜいパットの無垢や潔癖さ，気立てがよく温厚
（ｐ．１７４），天真燗漫（ｐ ．１９３），素直（ｐ．２１９）等々をきわ立たせる反語的なネイミングであるとの解

釈のほうが自然であろう 。（もう１つの解釈として，モードが語る「私のいとしの奈落の獣が ，

ものすごく底の知れないむちゃくちゃなふるまいをしようっ てわけね」（ｐ．２４２）があるが，物語

の最終段階に至っての形容としては，理解はできるが，ややこじつけの気味があろう 。）

　５点めに ，ｗｉ１ｄｅｍｅｓｓ に触れておきたい。パットがスチ ュー ブナーに見いだされるところは ，

北カリフォルニアの山奥（大自然のまっ ただ中）であり ，なるほど一時的に都会（文明世界）へ

出てはきても ，やがて八百長をあばいてみせたあとは，またモードと大自然に帰 っていく 。途中 ，

ハネムーンでも同じ北カリフォルニアを選んでいる。第９章では，そうした雄大な大自然の懐に

抱かれたパットとモードの姿が描かれている。『野性の呼び声』や『白牙』の舞台となっ た極北

の地と共通した大自然　　温度差の違いはあ っても ，都会からはるかに離れたところである点で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４４）
は共通　　である。「人間の歴史や能力に比べて，大自然は永遠それ自体である」ことを，さま

ざまな体験で思い知らされていたロンドンの作品にさまざまな形で大自然が描きこまれるのはき

わめて自然なことだが，４つのボクシング小説中こうした大自然そのものが描きこまれているの

は， この作品だけである 。Ｊ ・バンクスも ，

（５０１）
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　Ｐａｔ　Ｇ１ｅｎｄｏｎ，ｔｈｅ　ｓｔｏｒｙ’ｓ　ｙｏｍｇ　ｈｅｒｏ，ｓｙｍｂｏ１１ｚｅｄ　Ｌｏｎｄｏｎ’ｓ　ｐｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｆｏｒｔｈｅ　ｃ１ｅａｎ１ｍｅｓｓ　ａｎｄ　ｖ１廿ｕｅ　ｏｆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５）
　ｔｈｅ　ｃｏｍｔｒｙ　ａｓ　ｏｐｐｏｓｅｄ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｇ■ｍｅ　ａｎｄ　ｅｖｉ１ｏｆ　ｔｈｅ　ｃｉｔｙ

と書いている 。

　最後に，『奈落の獣』もロンドンお気に入りの作品であ った。１９１４年にサクラメントで行なわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４６）
れたステイト ・フェアでの記者の質問に，『奈落の獣』が一番気に入っている，と答えたという 。

ｗ

　本稿では，ロンドンのボクシング小説４篇を個々に考察してきた。概して言えば，‘‘Ｌｏｎｄｏｎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４７）
ｕｓｅｄＡｍｅｒ１ｃａｎｐｏｐｕ１ａｒｓｐｏｒｔｔｏｃｒｅａｔｅ ｄｒａｍａｔ１ｃｃｈａｒａｃｔｅｒｓａｎｄ ｓｗｌ

ｆｔ，ｖ１ｏ１ｅｎｔａｃｔｍ ”に尽きる

だろう 。つまり ，ｒボクシングというポピュラー・ スポーツを利用して，ドラマティッ クな登場

人物と敏捷かつ荒々しい行為とを創造した」というわけだ。数ある自作の中でも好きな作品は？

と問われて，『どん底の人びと』や『マーティン ・イーデン』とともに『試合』や『奈落の獣』

などが口を衝いて出てきたほどだから，よほどの愛着があ ったのだろう 。

　たしかに４篇の出版年だけを見ると ，さして目立った特徴はないが，それぞれに先立って雑誌

掲載が行なわれ，そのまた前の執筆年月までさかのぼると，相当な時間を割いたことになる 。さ

らには観戦記事の発表分まで視野に入れると ，これはもう目立った特徴などないとは言えまい 。

改めてこれらすべての発表年月を並べ立てることはしないが，その作家活動期問中ほぼ満遍なく

ボクシングに関係する記事ないし作品を発表しつづけていたことがわかる。（実際に観戦した時

問そのものまで含めると ，大変な労力の割きようである。）単に個人的な関心事にとどまらずに ，

つねに執筆活動の対象でありつづけたのだ。その意味では，「ジャッ クは優秀なボクサーである

とともに，さらに優れた観戦記者であ ったばかりか，拳闘試合場を小説に利用した開拓者でもあ
　４８）

った」ということになる 。

　女人禁制やラウンド数の多さといっ た時代性，ボクシング界の内幕あばき ，豊富な比嚥表現と

いっ た共通項は見つかるものの，４篇はそれぞれに味わいの異なるユニークなボクシング小説で

ある。すでに９０年も昔に書かれた作品にもかかわらず，現代日本の書評子にもなお「どれも単な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４９）
るメロドラマに終らない，不思議な魅力を持っている」と書かせるものは，いっ たい何なのだろ

う。 自らもグローフを着けてポクシンクのまね事に興じ，数多くの試合を観戦し，またその記事

をも書くことでロンドンは，「生の捷」を肌で感じとっ ていたに違いない。そうした観戦経験と

記事の執筆とが，４つの作品を生む土壌となり ，それらの正確でリアルな仕上りに大きく寄与し

たのだと言えよう 。どの作品も ，揺るぎのない自信と凛とした風格すら漂わせており ，ボクシン

グ小説のパイオニアにふさわしい手法と内容を備えている 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
１）　Ｊ ・ロンドン著 ・関弘訳『海の狼』（トパーズプレス ，１９９６）

２）拙稿「ボクシングとＪ ・ロンドン」（『立命館経済学』第４４巻第４ ・５号，１９９５）参照 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５０２）
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１４）Ｊａｍｅｓ　Ｇ１ｅｍｏｎ　Ｃ
ｏｏｐｅｒ

，“Ｔｈｅ　Ｗｏｍｂ　ｏｆ　Ｔｍｅ　Ａｒｃｈｅｔｙｐａ１Ｐａｔｔｅｍｓ　ｍ　ｔｈｅ　Ｎｏｖｅ１ｓ　ｏｆ　Ｊａｃｋ　Ｌｏｎ

　　ｄｏｎ
’’

（■０６是Ｌｏ〃６ｏ刀 Ｎ６伽如〃ぴ，Ｖｏ１．８，Ｎｏ ．１．１９７５），ｐ ．３

１５）　丁加Ｌ６肋グ５ げル６是Ｌｏ〃３ｏ〃，Ｖ
ｏ１．Ｏｎｅ，ｐ．５１２

１６）　１６ゴ４
．，
ｐ． ５１３

１７）　Ｒｕｓｓ　Ｋｍｇｍａｎ，Ａ　Ｐ〃ｏ〃ｏＺム批 ｏ！Ｊ〃是Ｌｏ〃ｏ〃（Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ　Ｃｒｏｗｎ　Ｐｕｂｌ１ｓｈｅｒｓ，１９７９），ｐ２２５

１８）　Ｔｈｅ　Ｇ伽ｒゐ伽Ｗ；６６〃ツ，Ｖｏ１，１５３，Ｎｏ． １７（Ｏｃｔｏｂｅｒ２２．１９９５），ｐ．３２

１９）拙稿「Ｊ　Ｌｏｎｄｏｎ，〃肋閉Ｅ３舳をめくる諸問題　　その結末とマーティンの死　　」（『立命館言

　　　語文化研究』第２巻第１号，１９９０年９月）

２０）　『小学館ランダムハウス英和大辞典』（小学館，１９９４），ｐ．１０８９

２１）Ａｎｄｒｅｗ　Ｓｍｃ１ａ１ｒ，Ａ　Ｂ ｌｏｇブｏ〃ツげ〃是Ｌｏ〃ｏ〃（Ｌｏｎｄｏｎ　Ｗｅ１ｄｅｎｆｅｌｄ＆Ｎ１ｃｏ１ｓｏ叫１９７８），ｐ１１０

２２）Ｃｈｒ１ｓｔ１ａｎ　Ｍｅｓｓｅｎｇｅｒ，ｏク６〃 ，ｐ６８

２３）　丁加ム６肋ブ３ げＪ〃是Ｌｏ刀４ｏ刀，Ｖｏ１．Ｔｈｒｅｅ，ｐ．１５９０

２４）　Ｊａｍｅｓ　Ｂａｎｋｅｓ
，ｏクご〃 ，Ｐ９８

２５）Ｃｈｒｉｓｔｉａｎ　Ｍｅｓｓｅｎｇｅｒ，ｏ戸． ６〃 ．， ｐ． ６８

２６）Ｊｏｙｃｅ　Ｃａｒｏ１Ｏａｔｓ，０〃Ｂｏエ加９（Ｄｏ１ｐｈｉｎ／Ｄｏｕｂｌｅｄａｙ，１９８７）邦訳は，北代美和子訳『オン ・ボクシ

　　　ング』（中央公論社，１９８８），ｐ
．２０

２７）Ｊａｃｋ　Ｌｏｎｄｏｎ，ノｏ加Ｂ〃Ｚぴｏ閉（Ｓａｎｔａ　Ｃｒｕｚ： Ｗｅｓｔｅｍ　Ｔａｎａｇｅｒ　Ｐｒｅｓｓ，１９８１），Ｐ．１４９．邦訳は，拙訳

　　書『ジ ョン ・バーリコーン』（杜会思想社 ・現代教養文庫 ，１９８６），ｐ．１２６

２８）　Ｊａｍｅｓ　Ｂａｎｋｅｓ，ｏク． ｏ〃．， Ｐ．
９８

２９）京都新聞，１９９６年７月２１日 ，ｐ
．２２

３０）　『コンサイス人名辞典　　外国編　　』（三省堂 ，１９７９），ｐ５１９

３１）京都新聞，１９８８年８月９日 ，ｐ
．４

３２）　Ｊａｍｅｓ　Ｂａｎｋｅｓ，ｏ〃６〃 ，Ｐ１１６

３３）　１６ゴ４
．，
ｐ． １１６

３４）上記拙稿「ボクシングとＪ ・ロンドン」 ，ＰＰ．１８９ －１９１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５０３）



１６６　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４５巻 ・第６号）

３５）Ｊｏｅ　Ｓ　Ｂ
ａｍ，皿

，ｌｌ Ｉｎｔｅｒｃｈａｐｔｅｒ　Ｊａｃｋ　Ｌｏｎｄｏｎ
’ｓ ‘‘

Ｔｈｅ　Ｍｅｘ１ｃａｎ”（山６是Ｌｏ〃ｏ〃１〉；２伽加肋れＶｏ１１５ ・

　　Ｎｏ．３．１９８２），ｐ．１１５

３６）助・伽９肋・６肋・肋・げ・刎Ｊ〃け・・
６・＾Ｇ伽・並 助・淋Ｗ１・伽郡・・・…ｗ・ｄｂｙＥ

・・１・

　　Ｌｏｂｏｒ（Ｊ〃尾Ｌｏ〃６ｏ〃！Ｖ；３伽５Ｚ６〃妬Ｖ
ｏｌ．１５，Ｎｏ． ２． １９８２），ｐ．１０２

　３７）Ｒｕｓｓ　Ｋｍｇｍａｎ，Ａア〃ｏ舳ＺＬ批げＪ〃たＬｏ〃４ｏ〃，ｐ２４４邦訳は，拙訳書，ｐ４４２

　３８）　　Ｔん３Ｇｏ〃〃”〃４７乃
３／１６ツ５〃２０Ｚ　Ｂｒ〃¢島ｐ．６７

　３９）　Ｒｕｓｓ　Ｋｍｇｍａｎ　ｏク６〃 ，ｐ１６０

　４０）　Ｒｏｂｅｒｔ　Ｂａｒｌｔｒｏｐ，ｏ声ｃ〃， ｐ．
１３７

　４１）　Ｊａｍｅｓ　Ｂａｎｋｅｓ，ｏ〃６〃 ，Ｐ４０

　４２）　１６ゴ〃 ，ｐ．３９

　４３）Ｒｕｓｓ　Ｋｍｇｍａｎ，ｏク６〃 ，ｐ２２６邦訳は，上掲拙訳書，ｐ４０８

　４４）中田幸子『ジャソ ク　 ロンドンとその周辺』（北星堂，１９８１），ｐ３３７

　４５）　Ｊａｍｅｓ　Ｂａｎｋｅｓ，ｏク６〃 ，Ｐ３８

　４６）　Ｒｕｓｓ　Ｋｍｇｍａｎ，ｏ〃６〃 ，ｐ２４４

　４７）Ｃｈｒ１ｓｔ１ａｎ　Ｍｅｓｓｅｎｇｅｒ，ｏク６〃 ，ｐ７１

　４８）Ｒｕｓｓ　Ｋｍｇｍａｎ　ｏク６〃 ，ｐ２２５邦訳は，上掲拙訳書，ｐ４０６

　４９）『月刊オーパス』（創現社出版，１９９１年８月号），ｐ
．８７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１９９６．９．１ ．）

　付記：１で取りあげた『試合』の原書が何とも会決去体らになっていることについて書いた机この拙

稿を清書した直後に，『図書』８月号（岩波書店，１９９６年）の「〔座談会〕本の虫」を読んだ。そこで改め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あたま
て『試合』の初版本を手に取ってみると，本の上の切り口（天という）に金箔が施されているのに気づ

いた。座談会の中で，高宮利行氏が次のような興味ある発言をされているので，参考までに引用しておき

たい。「三方金といっ て本の上，下，横の切り口に金箔を施すことがありますね。そうすると ，ぺ一ジの

切り口に隙問がないからシミが入らない。あれはシミと挨を防ぐための手段でもあ ったという説明もあり

ます。だからお金がない場合には三方金をやめて，上の切り口だけの天金にする。それでもだいぶ違う」

（ｐ．５）なるほど，それで保存状態が良好なのかと考えさせられた次第である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１９９６．９．２ ．）

（５０４）
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